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平成３０年度 第１回  
大規模小売店舗等立地審議会 

平成30年7月5日（木）午前10時～開催 

枚方市役所 ○○会議室  

  

資料１ 

2 

次       第   

１．開会 
 
２．議事～届出案件の審議について～ 
 
 （１） 京阪枚方ステーションモール Ｃブロック 【変更】 
 
３．閉会 
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広域図 

京阪本線 枚方市駅 

京阪枚方ステーションモール Ｃブロック 

半径１km 

駅改札口から直線距離 0m 

届出書 図面1 
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店舗名称 京阪枚方ステーションモール  

           Ｃブロック 

所在地 枚方市岡東町173番地の1 
（用途地域：商業地域） 

店舗面積 １,７３１㎡ 

設置者 京阪ホールディングス株式会社 

小売業者 株式会社京阪百貨店 他（次頁参照） 

届出日 平成２９年１２月１２日 

変更年月日 平成３０年８月１３日 

変更内容 店舗面積、駐車場・駐輪場の位置及び収容台数 

（理由）店舗区画見直しのため 

 設置者・施設等の概要  
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 参考：小売業者の状況 

小売業者の名称 店舗面積 営業時間 
主要 

販売品目 

1 株式会社 
京阪百貨店 

1,639m
2
  
  6:00～ 

22:00 
食品・雑貨 

2 株式会社 
京阪ザ・ストア 

92m
2   6:00～ 

翌 1:00 
食品・雑貨 

  

店舗面積合計 1,731m
2 小売店舗に 

係る延床面積 
2,065㎡ 

届出書 P.6 
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 周辺見取り図 

届出書 図面2 

隔地駐車場 

計画地 
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店舗面積 1,731m2 

7 
届出書 図面３・４ 

店舗面積 1,113m2 

【変更前】 

店舗区画の見直し内容（建物配置図（１階）） 

【変更後】 

隔地駐車場 計画地 

8 

変更しようとする事項  

大規模小売店舗内
の店舗面積の合計 

（変更前）１,１１３㎡ 

（変更後）１,７３１㎡ 

駐車場の 

位置及び収容台数 

（変更前）５１台   全体収容台数１３５台 

（うち、小売店舗用５１台、他施設用６９台、一般利用１５台） 

（変更後）５７台   全体収容台数１３５台 

（うち、小売店舗用５７台、他施設用６９台、一般利用９台） 

駐輪場の 

位置及び収容台数 

（変更前）６９台   全体収容台数１６９台 

（うち、小売店舗用６９台、一般利用１００台） 

（変更後）８７台   全体収容台数１６９台 

（うち、小売店舗用８７台、一般利用８２台） 

変更する理由 店舗区画見直しのため 

届出書 P.1 
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（交通）必要駐車台数  

届出書 P.7 

増床前 増床後 

A：店舗面積当たり日来客数原
単位（人／1,000㎡） 

1,478 1,465 
指針値 
（人口40万人以上） 

S：店舗面積÷1,000㎡ 1.113 1.731 

B：ピーク率（％） 14.40 14.40 指針値 

Ｃ：自動車分担率（％） 12.50 12.50 
指針値 
（人口40万人以上100万人未
満） 

Ｄ：平均乗車人員（人／台） 2.00 2.00 
指針値 
（店舗面積10,000m2未満） 

Ｅ：平均駐車時間係数 0.60 0.66 
指針値 
（店舗面積10,000m2未満） 

Ｌ：駅改札口からの直線距離（m） 0 0 京阪本線 枚方市駅 

参考：出店地の区分 （ 商 業  ・  そ の 他 ） 

増床後の必要駐車場台数 
現在の実績値＋増床後必要駐車台数－増床前必要駐車台数＝５１＋１５－９＝57台 

増床後必要駐車台数 A×S×（B÷１００）×（C÷１００）÷D×E＝１５台 

増床前必要駐車台数 A×S×（B÷１００）×（C÷１００）÷D×E＝9台 
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（交通）駐輪台数の変更  

【変更前】 
 店舗面積 １,１１３m2 

【変更後】 
 店舗面積 １,７３１m2 

面積増加分  １,７３１－１,１１３＝６１８m2 

 

大規模小売店舗立地法指針参考値 

＊3,000㎡以下の店舗では、平均で店舗面積約３ ５㎡ 当たり１ 台 

６１８÷３５≒１７．７ → １８台（新たな必要台数） 
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（交通）駐車場の出入口及び位置を設定するために必要な事項 

◆駐車場出入口形式 

届出書 P.8 

出入口２箇所（入口１箇所・出口１箇所） 
ゲートあり 自走式駐車場 

◆入庫処理能力及び駐車場待ちスペース 

＝（入口の１分当りの来台数×1.6－入口の１分当りの入庫処理可能台数） 

  ×６（平均車頭間隔） 

＝ （125（台/時）／60 （分） ×1.6－60（秒）／８（秒/台））×６（ｍ/台） 

＝ Δ25ｍ  ＜ 現状 約９０ｍ 

◆誘導員の計画 

入口・出口には利用状況に応じて誘導員を配置し車両の誘導
を行うとともに、歩行者・自転車の安全確保に努める。 

入口に必要な駐車待ちスペース 
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（交通）駐車場の出入口及び位置を設定するために必要な事項 

◆荷さばき及び廃棄物収集車両台数と根拠 

届出書 P.2、8、9 

表. １日の荷さばき・廃棄物収集車両台数 

・荷さばき施設は、4t車5台が作業
できるスペース。作業時間は、1

台あたり20分のため待機スペー
スは必要無。 

 

・廃棄物収集車両は紙製廃棄物
等、金属廃棄物等、ガラス廃棄物
等、プラスチック製廃棄物等を回
収する各リサイクル業者、生ごみ
等、その他の可燃性廃棄物等を
回収する各市許可業者の４台。 

 

・隣接施設である枚方ステーショ
ンモールDブロックと供用。 

◆設定理由・指針に基づき生活環境に 

 配慮した事項 

◆荷さばきを行う自動車の台数と時間帯 

荷さばきを行う時間帯 ６：００~２０：００ 

大型車(台/日） 小型車(台/日） 

昼間 
（６時～21時） 

１１ １６ 

（昼間） 
（21時～22時） 

０ ０ 

夜間 
（22時～６時） 

０ ０ 

Ｃブロック Ｄブロック 

時間帯 荷さばき施設 廃棄物収集 荷さばき施設 廃棄物収集 

６～７ 

４ ４ 

７～８ ３ ２ 

８～９ ５ ４ 

９～１０ ４ ４ 

１０～１１ ３ ３ 

１１～１２ １ １ 

１２～１３ １ １ 

１３～１４ ２ ２ 

１４～１５ ２ ２ 

１５～１６ １ １ 

１６～１７ ２ 

１７～１８ ２ 

１８～１９ １ 

１９～２０ 

２０～２１ １ 

合 計 ２７ ４ ２１ ４ 
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（交通）駐車場・駐輪場の配置状況 

利用可能時間（駐車場・駐輪場）：５：００~２３：００ 届出書P.7 図面4 

駐輪場 ８７台 
（全体収容台数 １６９台 
 うち小売店舗用 ８７台 一般利用 ８２台） 

平面駐車場 ５７台 
（全体収容台数 １３５台 
 うち小売店舗用 ５７台 他施設用 ６９台 
 一般利用 ９台） 

荷さばき施設 ２２３ｍ２ 

廃棄物保管施設 １２６ｍ３ 

店舗面積 1,731m2 

凡 例 

敷地境界 

物販店舗 

駐輪場 

荷さばき施設 

廃棄物保管施設 

来客車両経路 

店舗出入口 

自転車経路 
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（交通）来客自動車を駐車場に案内する経路及び方法 

届出書 P.10 

【荷さばき・廃棄物収集車両】 
入口：右左折入退場 出口：右左折退場 

写真2（出口） 

写真1（入口） 

凡 例 

：来場経路 

：退場経路 

２ 
１ 
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 （交通）来店車両経路の設定 

交通検討資料 P.5 

来店車両の方面別配分 

１km圏 

Ｃ 

5,294世帯 

41.5％ 

Ｂ 

6,177世帯 

48.5％ 

Ａ 

1,279世帯 

10.0％ 計画地 

凡 例 

＊ 

＊＊世帯 

＊＊.＊％ 

：計画地 

：方面別区分線 

：方面番号 

：方面別世帯数 

：方面別来店比率 

方面記号 来店比率 
来店車両台数 

（台/日） （台/時） 

Ａ 西 10.0%  6  1 
Ｂ 北東 48.5%  27  4 
Ｃ 南 41.5%  23  3 

計 100.0%  56  8 

表 方面別発生交通量変更に伴う増加交通量 
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 （交通）来店車両経路の設定 

交通検討資料 P.6,8 

現 況 開店後 増加分 

ピーク時交通量 702台 714台 12台 

交差点需要率 0.228 0.230 0.002 

車
線
別 

   

交
通
容
量
比 

①北東流入 0.378 0.382 0.004 

②東流入 0.090 0.090 0.000 

③南南流入 0.330 0.338 0.008 

④西流入 0.014 0.014 0.000 

ピーク時間帯 11時台 － 

現 況 開店後 増加分 

ピーク時交通量 697台 709台 12台 

交差点需要率 0.229 0.232 0.003 

車
線
別 

   

交
通
容
量
比 

①北東流入 0.399 0.404 0.005 

②東流入 0.058 0.058 0.000 

③南南流入 0.318 0.326 0.008 

④西流入 0.016 0.016 0.000 

ピーク時間帯 12時台 － 

地点A（平日） 

地点A（休日） 

地点A幅員図 

交差点処理能力 

評価値であ
る０.９を下回
っている 

① 

② 

③ 

④ 

Ａ,Ｃ 
４台 

地点Ａ 

Ｂ 
４台 
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（交通）生活環境の保持に配慮した事項  

○営業時間中は、警備スタッフ等が駐輪場を巡回。 
○店舗従業員は原則としてノーマイカー通勤として自動車交通量の緩
和に努める。 

１）駐車場・駐輪場の需要に関して取り組む内容 

届出書 P.4 

2）歩行者の通行の利便性の確保、来店車両の交通整理等、 
 交通安全に関して配慮する事項 

3）来店車両の経路設定に関して配慮する事項 

○歩車分離により歩行者の安全を確保。 
○駐車場出入口に発券機やゲートを設置しているが、スムーズな入
出庫により問題なく運営。 

○荷さばき・廃棄物収集車両の出入口は来客車両と共用となるため、
搬入・収集業者に入場の際には来客車両に気をつけるよう周知。 

○入庫ゲートから敷地境界までの距離を充分確保することで、道
路へ来客車両が溢出しないよう配慮。 

○来客車両の誘導経路は看板及びホームページで周知。 

（騒音）騒音発生源となる設備の稼働時間について 

届出書 P.3、騒音予測報告書 P.1、12 

項目 稼働時間帯 

駐車場の利用時間 ５：００～２３：００ 

荷さばき時間 ６：００～２０：００ 

廃棄物収集作業時間 ６：００～２０：００ 

設備機器 

稼働時間帯 

換気口 ６：００～２２：００ 

室外機 

（空調） 

６：００～２２：００ 

または６：００～翌１：００ 

室外機 

（冷凍冷蔵） 
２４時間 

18 
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（騒音）騒音発生源の種別について  

騒音種別 予測項目 騒音発生源名称 

定常騒音 設備騒音 
換気口 

空調室外機、冷凍冷蔵室外機 

変動騒音 

荷さばき作業音 
荷さばき車両バックブザー音 

台車走行音 

廃棄物収集作業音 
廃棄物収集車両バックブザー音 

廃棄物収集作業音 

自動車走行音 
来客車両、荷さばき車両、 

廃棄物収集車両 

衝撃騒音 自動車ドア開閉音 
来客車両、荷さばき車両、 

廃棄物収集車両 
騒音予測報告書 P.2 

（騒音）騒音発生源位置図  

届出書 図面5 
20 
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 （騒音）予測地点位置図 

届出書 図面2 

隔地駐車場 

計画地 

B 

   住居位置 

   敷地境界 

b 

a 

A 

C 

c 

D 
d 

凡 例 

：計画地・隔地駐車場 

：住居（数字を階層を示す） 

：用途地域界 

：騒音の総合的な予測地点 

：発生する騒音ごとの予測地点 

22 

（騒音）騒音の総合的な予測結果 

   予測結果 

届出書 P.３ 

予測地点 用途地域 
予測結果（dB） 環境基準（dB） 

昼間 夜間 昼間 夜間 

Ａ 
１Ｆ 

商業地域 

４４ ２４ 

 ６０  ５０ 

４Ｆ ４４ ２４ 

Ｂ 
１Ｆ ４２ ２１ 

２Ｆ ４２ ２１ 

Ｃ 
１Ｆ ３９ ２３ 

２Ｆ ３９ ２３ 

Ｄ 
１Ｆ 

第二種住居地域 
４７ ２５ 

 ５５  ４５ 
４Ｆ ４７ ２４ 

（１階：１.２ｍ、２階： ４.２ｍ、 ４階： １０.２ｍ） 
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 （騒音）夜間の騒音レベルの最大値（敷地境界） 

届出書 P.３ 

騒音レベル 最大値  夜間（午後9時～午前6時） 

予測地点 階数 予測高さ 設備騒音 
来客車両 

走行音 

来客車両 

ドア開閉音 
規制基準 

敷
地
境
界
上 

ａ １F 1.2ｍ ４９ － － 

 ５５ 

（商業地域） 

ｂ １F 1.2ｍ ４９ － － 

ｃ １F 1.2ｍ ３５ － － 

ｄ １F 1.2ｍ ３３ － － 

住
居
位
置 

Ａ 
１F 1.2ｍ ４３ ３５ ３４ 

 ５５ 
（商業地域） 

４F 10.2ｍ ４３ ３５ ３４ 

Ｂ 
１F 1.2ｍ ４２ ２８ ２８ 

２F 4.2ｍ ４２ ２８ ２８ 

Ｃ 
１F 1.2ｍ ３４ ３８ ３６ 

２F 4.2ｍ ３４ ３８ ３６ 

Ｄ 
１F 1.2ｍ ３３ ４０ ４０  ４５ 

（第二種住居地域） ４F 10.2ｍ ３３ ４０ ３９ 

24 

（騒音）生活環境の保持に配慮した事項 

○室外機については低騒音型の機器を選定。 
また定期的にメンテナンスを行うことにより機器劣化による影響をなくす。 

○荷さばき作業を行う時間帯を遵守するよう納入業者に指導、徹底するととも
に、搬入作業を短時間で終了するよう作業員に指導し、また作業場の整理整頓
を行う。 

○夜間（２１：００～翌６：００）は荷さばき・廃棄物収集作業を行わない。 

○来客車両に対しては、『大阪府生活環境の保全等に関する条例』に基づき、
駐車場内にアイドリング禁止の表示を行い周知。また、駐車場内の表示には「ク
ラクション・空ぶかしの禁止」、「静かなドア開閉」についても併記し協力を呼び
掛けている。 

○荷さばき車両に対しては、『大阪府生活環境の保全等に関する条例』に基づ
き、アイドリングを行わないよう指導を徹底。 
また、「クラクション・空ぶかしの禁止」、「静かなドア開閉」についても指導を徹
底。 

○廃棄物収集車両に対しては、アイドリングを行わないよう指導を徹底。 
また、「クラクション・空ぶかしの禁止」、「静かなドア開閉」についても指導を徹
底。 

○ＢＧＭ等、屋外への放送は行わない。 
届出書 P.4 
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 （廃棄物）廃棄物等の予測方法と条件 

届出書 P.11 

・Cブロック：変更前（現状）の実績値に増床面積での大規模小売店舗立地 

        法指針からの予測値を加算し、算出。 

・Dブロック：店舗実績より算出。     （特記事項）隣接施設であるDブロックと共用 

予測方法 

予測するための条件 

廃棄物等の種類 
平均保
管日数 

指針算定式によ
る予測の場合 

実績値等 
小売店舗面積 

比重（t/m3) （m3/日） 備考 

C

ブ
ロ
ッ
ク 

紙性廃棄物等 １ ０．１０ １．８ 

変更前実績値等 増床面積618m2 

（変更前：1,113m2・ 
変更後：1,731m2） 

金属製廃棄物等 １ ０．１０ ０．０１ 

ガラス製廃棄物等 １ ０．１０ ０．０２ 

プラスチック製廃棄物等 １ ０．０１ ０．２１ 

生ごみ等 １ ０．５５ ０．０１ 

その他の可燃性廃棄物等 １ ０．３８ ０．０１ 

合計 － － ２．０６ － 

D

ブ
ロ
ッ
ク 

紙性廃棄物等 １ ２．０ 

実績値 1,734m2 

金属製廃棄物等 １ ０．０１ 

ガラス製廃棄物等 １ ０．０４ 

プラスチック製廃棄物等 １ ０．２４ 

生ごみ等 １ ０．０１ 

その他の可燃性廃棄物等 １ ０．０１ 

合計 － － ２．３１ － 
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 （廃棄物）廃棄物等の予測排出量及び処分方法等 

届出書 P.12 

廃棄物等の種類 
予測排出量
（m3/日） 

保管場所 回収者 処分方法等 

C

ブ
ロ
ッ
ク 

紙性廃棄物等 ３．０９ 

廃棄物 

保管施設 

リサイクル業者 再資源化 
金属製廃棄物等 ０．０５ 

ガラス製廃棄物等 ０．０６ 

プラスチック製廃棄物等 １．４５ 

生ごみ等 ０．２０ 
市許可業者 焼却 

その他の可燃性廃棄物等 ０．１０ 

合計 ４．９５ － － － 

D

ブ
ロ
ッ
ク 

紙性廃棄物等 ２．０ 

廃棄物 

保管施設 

リサイクル業者 再資源化 
金属製廃棄物等 ０．０１ 

ガラス製廃棄物等 ０．０４ 

プラスチック製廃棄物等 ０．２４ 

生ごみ等 ０．０１ 
市許可業者 焼却 

その他の可燃性廃棄物等 ０．０１ 

合計 ２．３１ － － － 

容量は満足しています 

排出量予測 
（Ｃ・Ｄブロック合計） 

7.26㎥ 

保管容量 

126㎥ 
＜ 

構造：屋内密閉型施設 

臭気対策等：密閉保管・冷蔵保管 
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（廃棄物）生活環境の保持に配慮した事項  

○一般廃棄物については、枚方市一般廃棄物処理基本計画に基づきＲｅｄｕ
ｃｅ（発生抑制）、Ｒｅｕｓｅ（再使用）、Ｒｅｃｙｃｌｅ（再生利用）等に積極的に取り
組むとともに、循環的利用に適さない廃棄物については適正に処理。 

○産業廃棄物（廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず等）については、「廃
棄物の処理及び清掃に関する法律」等に基づき適正に保管するとともに、許
可を受けた産業廃棄物処理業者に処分を委託。 

なお、保管にあたっては、同法の保管基準（囲い、看板の設置、飛散・流出時
等の防止のための措置、害虫対策）を遵守。 

○廃棄物保管施設は、大規模小売店舗立地法指針及び当該店舗実績に基
づく必要保管容量７．２６ｍ３を満足する１２６．Ｏｍ３を確保。 

○ペットボトル、空き缶、空き瓶は自動販売機横に回収箱を設置し、資源リ
サイクルに努めている。 

○廃棄物を整理して保管することにより、回収作業を短縮化。 

○廃棄物の散乱等により、近隣の皆様にご迷惑をおかけしないよう、回収担
当者に指導徹底。 

１）廃棄物等について、適正処理、減量化、リサイクルに関
する取り組み内容及び廃棄物の保管等による周辺の生活
環境への影響に関して配慮する事項 

届出書 P.4,5 

28 

（廃棄物）生活環境の保持に配慮した事項  

届出書 P.4,5 

2）店舗から発生する悪臭による周辺の生活環境への影響に関し
て配慮する事項 

○廃棄物保管施設は、全て密閉型とし、屋内に配置し臭気の発生・拡散を防止。 
○生ごみ等廃棄物は、専用ケース等で密閉した上で、空調設備を備えた施設内
に保管。 
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（その他）生活環境の保持に配慮した事項  

○自治体より災害時の防災対策への協力要請があった場合には必要な協力。 

○ 敷地内の照明を十分確保しており、防犯上問題ない。 

○ 営業時間中は、警備員等による場内巡回を実施し、不審者への「声かけ」等
により防犯や蝟集防止に努める。 

○大阪府青少年健全育成条例を遵守。 

１）防災・防犯対策への協力に関して配慮する事項 

届出書 P.4,5 

○ 周囲の街並みとの調和を図るため、奇抜な看板等は設置していない。 

○「枚方市屋外広告物条例」に基づき、街並みづくりや景観に配慮。 

2）街並みづくり、景観に関して配慮する事項 

○ 照明は近隣住居に光害が及ばないようにする。 
○ 営業時間終了後、防犯上必要なものを除き消灯。 

3）照明の配置に関して配慮する事項 

○ 万一、近隣住民から苦情等の申し入れがあった場合には、速やかに対応
を検討し改善に努める。 

4）その他、配慮する事項 


